
神戸市建設局下水道河川部河川課、安全な市民生活をサポートするAxisネットワークカメラ
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CASE STUDY

防災と減災−映像システムを活用し、市民の「減災」意識を向上

課題：市民の「減災」意識の向上
六甲山に抱かれた街、神戸。豊かな水に恵まれる反面、六
甲山から海までの距離が短いため急流が多く、集中豪雨
などの際には急激に増水し、浸水被害が発生しやすいと
いう地理的な問題を抱えています。神戸市では河川改修
などを実施し、防災に取り組んできましたが、「防災」に加
え、被害を最小限に抑える「減災」という取り組みも進めて
きました。河川増水時に、避難勧告を出してもなかなか
徹底されず、結果的に防げる被害が防げないことになり
かねない、そのためにいかに市民の防災への関心を高め
るかが、懸案となっていました。

解決策：河川の現況をライブ公開、状況把握
神戸市の政策懇談会で、既存の河川水位監視システムに
追加して、主要な河川にカメラを設置してモニタリング
するという案が出され、検討に入りました。しかし、国等が
すでに設置している同様のシステムは非常に高価で、予算
面で問題がありました。情報収集を進める中で、Axisの
パートナーである、アークシステム有限会社のネットワーク
カメラASPサービス「NetEye」の掲載記事が目にとまり、ネッ
トワークカメラシステムの導入を検討することとなりました。

平成17年度、Axisネットワークカメラ4台による評価を行
い、その結果、① 画質（特に夜間映像）が良い、②コスト
パフォーマンスが高い点が導入のポイントとなりました。
その翌年度、16台を追加導入し、現在は20箇所、20台の
AXIS 221ネットワークカメラが稼働しています。

モニタリング画面には、河川の映像だけでなく、水位計も
同時に表示しています。モニタリングは、インターネット
を通じて河川課および消防局で行っています。また、広く
市民の皆様に、映像情報として現状を確認、災害への意識
を高めていただけるよう、モニタリング映像をWebサイト
で公開しています。

効果：リアルな映像で災害の脅威を実感
河川災害の脅威は、言葉や文章ではなかなか伝わりにく
いものです。今回、河川の状況や増水時の映像を公開する
ことで、河川災害の脅威を実感していただけるようになり
ました。特に、各区の「防災福祉コミュニティ」で活躍され、
地域の人々が信頼する「市民防災リーダー」の皆様にご覧
いただくことで、地元の方々に確実かつ効果的に避難情報
を伝えることができます。
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防災の次の一手、減災への取り組み
「神戸市では、阪神大震災の経験をもとに、災害に強い

街づくりに取り組んできました。河川改修のような防災対
策はもちろんですが、万が一災害が起こっても被害を最小
限に抑える「減災」への取り組みも必要です。河川カメラ
システムは、情報提供の手段として有効だと考えています」

（神戸市 中村係長）

現在、16河川・20か所にカメラが設置され、Webサイトか
ら閲覧できます。同サイトでは、平常時の映像と現在の映
像、付近の水位計のグラフが表示され、その河川の状態
が一目で把握できるようになっています。また、携帯電話
からのアクセスも可能です。

「このシステムを通じて、市民の皆様に河川災害への理
解を深めていただけるよう、PR活動など様々な取り組み
を行っています」（神戸市 中村係長）

また、過去の増水時の映像も公開しており、短時間で急激
に水位が上昇する様を目にすることができ、河川災害の
危険性や早期避難の必要性を実感することができます。

ローコストながら高画質、高度な機能性が確保されたシステム
各カメラからの映像は、インターネット監視カメラサービス

「Net Eye」により管理されています。Web上での一般
公開画面は、2分毎の更新画像ですが、河川課では管理
専用画面からリアルタイム画像でモニタリングを行って
います。本システムでは、回線やカメラの動作状況管理
機能もあり、異常時には、登録管理者への携帯電話へ即時
通知されます。

「オープンインターフェースのAxis製品はシステム構築
の自由度が高く、システムを構築・提供する側としてとても
使いやすく優れた製品でした。」（アークシステム有限会社 
川口社長）

「モニタリングは、昼間だけでなく夜間も含めた24時間
態勢で行っています。Axisのカメラは、昼間はもちろん
夜間も鮮明で、質の高い映像を提供してくれます。また、
性能・価格のコストパフォーマンスが非常によい製品
だと感じています」（神戸市 中村係長）

危険が想定される全河川に設置を拡大
「現行のカメラには満足しています。課題としては、この
システムをより多くの市民の方々に知っていただき、活用
していただくことがあります。当市の広報誌や各種イベント
等での紹介はもちろんですが、Webサイト自体をより使い
やすいものにするための改良も考えています。」（神戸市 
中村係長）

また今後、市内のすべての浸水想定区域をカバーする
ために、さらに10台のカメラを追加導入し、合計30台体制
で運用される予定です。

www.axiscom.co.jp

“震災以降、神戸市では「防災福祉コミュニティ」を立ち上げて、市民の防災意識の向上に
取り組んできました。その 中で、河 川 の 状 況をネット上で 確 認できるこのシステムは、
防災意識の向上に役立っています。”

（神戸市 建設局 下水道河川部 河川課　中村係長）

アークシステム有限会社

神戸市建設局河川課ホームページ
www. city. kobe. jp/cityoffice/30/035/

河川モニタリングシステムURL

アクシスコミュニケーションズ株式会社　108-0075 東京都港区港南2-16-1 品川イーストワンタワー13F　www.axiscom.co.jp

（PC用）www17. plala. or. jp/kcamera/
（携帯用）www17.plala.or. jp/kcamera/ktai.html
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